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研究成果の概要（和文）：　スペイン語圏の都市でアンケート調査を実施することにより、スペイン語文法にお
ける重要な統語的テーマの地理的変異を明らかにし、統語研究に生かす目的をもつ。それまでの12年間にわたる
調査・研究に加え、新たにこの3年間の調査により、スペイン10地点、ラテンアメリカ14都市での調査を終え、
多くのデータを収集することができた。この成果は、本研究のHPで見ることができる。
　また、スペイン言語学の泰斗イグナシオ・ボスケ博士とエンマ・マルティネル博士を招聘し、本研究の評価を
してもらうとともに、今後の研究発展のための助言を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：   This project aims at obtaining diatopic linguistic data on Spanish 
syntactic variation based on questionnaire. The data offered in 10 Spanish universities as well as 
14 Latin American ones are accumulated in our data bank lll have served to elucidate various 
grammatical problems of the language.
   In the last three yeas we have been able to invite Dr. Ignacio Bosque, and Dr. Emma Martinell 
from Spain, who helped us to evaluate objectively our on- going research and provided us with 
usefull suggestions for our future study.

研究分野： スペイン語学

キーワード： 言語学　スペイン語学　言語地理学　統語論　地理的変異　言語地図　パラメター
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)スペイン語は広域使用言語で、スペイン、

ラテンアメリカを含め、世界の 23 の国と地

域で用いられている。当然のことながら、地

域的な変異は大きく、同じスペイン語でも各

地の特色が見られる。方言論や言語地理学的

な研究は伝統もあるが、スペイン語の文法、

即ち統語的側面に特化した調査・研究は本研

究を開始した 1990 年代初頭にはわずかでし

かなかった。現地におけるアンケート調査を

もとにして、構文上の差異を採集し、集積し

たデータを基に、文法のさまざまな分析課題

に取り組む本研究も 15 年が経過し、十分な

成果があがってきた。 

(2)スペイン語文法で問題として取り上げら

れることが多いテーマの地域的変異につい

てはトピック的に知られていたが、これを可

能な限り地域を包括し、分析・報告されたこ

とはあまりなかった。各国・各地域での使用

実態、および、同一基準で課題を比べること

が全体を俯瞰する可能性を与えてくれると

考え、その主旨に沿った研究を進めてくるこ

とができたといえる。 
 
２．研究の目的 
(1)スペイン語の文法研究の中で問題となる

統語現象（叙法、人称代名詞，再帰代名詞，

関係詞，性・数の一致，主述の一致，語順，

ボイスなど 20 程度のテーマ）の使用実態を

地理的バリエーションの観点から捉えなお

し、新たな分析・研究方法を提示することを

中心課題とした。スペイン語は 23 の国や地

域で用いられる広域使用言語であるが、スペ

インとラテンアメリカ（以後、ラ米）におけ

る 30 程度の地点で共通の文法変異アンケー

ト調査を実施し，得られた結果を数値化し、

比較・相対化することにより，これまで前例

がない「スペイン語文法」のいわば「方言地

図」を作成し、文法研究に地理的変異という

新たなパラメターを導入する目標をもって

いた。 

(2)未調査地でのアンケートを補完するとと

もに、今期はまた本研究の「まとめと評価」

のステージとする計画を立てた。内外のスペ

イン語研究者の客観的評価を受けることに

した。 
 
３．研究の方法 
(1)ある言語の文法において、同一の機能をも

つと考えられる複数の形式の間で交替が見

られることがある。その交替が何らかの意味

的違いによる場合もあれば、その他の要素に

起因することもあるだろう。そのときにある

地域で使用されるその言語の一変種（例えば

マドリードのスペイン語）を観察しているだ

けでは不明な実態も言語のより広い分布の

中で他の変種を視野にいれることにより鳥

瞰が得られることがあるだろう。地理的バリ

エーションというパラメターを考慮するこ

とにより、スペイン語の文法研究に新たな視

点を求めようとするのが本研究の着想の原

点であった。 

(2) 例えば、「～へ入る」という意味の ”動詞

entrar 「入る」＋前置詞 en / a「～へ」”と

いう前置詞の交替で、一般的にはラ米では a, 

スペインでは en が用いられるとされるが、

アンケート調査の結果から、実際には双方で

使用頻度が近似すること、またラ米の結果も

一様ではなく、むしろスペインに似る使用比

率の都市があることも確認された。 

また弱形人称代名詞の対格・与格形式の通

時的変遷について、一般に「文法機能」を中

心とする体系が，「過渡的」体系を経て，「指

示物主体」の体系へと移行していくと推定さ

れる（Los Mozos, S. 1984; Fernández- 

Ordóñez, Inés 1999)が，使用実態の調査結果

を比較することにより，「ラ米一般」，「スペ

イン一般」，そして特に「スペイン首都圏」

に代表される 3 地域が地理的にこの 3 段階に

対応していることがアンケート結果から確

かめられてきた。 

 



【弱形代名詞の通時的変遷と地理的変異の対応】 

＜左の表から機能的体系(ラ米一般) ⇒過渡的体系（スペ

イン一般）⇒ 指示的体系（スペイン首都圏）と変遷＞ 

 

(3)上述のようなおよそ 20 の統語現象（課題）

を含む構文をアンケート冊子にし、現地の主

に大学で学生を被験者（各地 20 名程度）に

対して文法性を問い、これを集計する。 

 Respuesta
Ciudad Sexo Edad 1: DIGO 2: OIGO 3: NO TOTAL
1:Oviedo Hombre 20-29 2 1 3

30-39 1 1
40-49 1 1
50-59 1 1
60-69 1 1

Hombre Total 4 3 7
Mujer 20-29 12 2 14

30-39 1 1
40-49 1 1
50-59 1 2 3
60-69 1 1

Mujer Total 14 6 20
1:Oviedo Total 18 9 27
2:Pamplona Hombre 10-19 1 1

20-29 10 2 12
Hombre Total 11 2 13
Mujer 10-19 1 1 1 3

20-29 4 1 5
Mujer Total 5 2 1 8

2:Pamplona Total 16 4 1 21
3:Alcalá Hombre 20-29 6 1 7

30-39 1 1
Hombre Total 7 1 8
Mujer 20-29 3 3
Mujer Total 3 3

3:Alcalá Total 10 1 11
4:Madrid Hombre 10-19 1 1

20-29 3 1 4
Hombre Total 3 2 5
Mujer 10-19 1 1

20-29 12 3 15
Mujer Total 13 3 16

4:Madrid Total 16 5 21
5:Barcelona Hombre 20-29 3 3 6

Hombre Total 3 3 6
Mujer 20-29 4 8 1 13

30-39 1 1
Mujer Total 5 8 1 14

5:Barcelona Total 8 11 1 20
6:Sevilla Hombre 20-29 7 7 1 15

Hombre Total 7 7 1 15
Mujer 10-19 1 1

20-29 3 5 8
Mujer Total 3 6 9

6:Sevilla Total 10 13 1 24
7:Huelva Hombre 10-19 1 1

20-29 2 3 1 6
Hombre Total 2 4 1 7
Mujer 20-29 2 8 3 13
Mujer Total 2 8 3 13

7:Huelva Total 4 12 4 20
8:Tenerife Hombre 10-19 1 1

20-29 3 3
30-39 2 1 3

Hombre Total 6 1 7
Mujer 10-19 5 2 7

20-29 5 5
30-39 1 1

Mujer Total 11 2 13
8:Tenerife Total 17 3 20
9:Las Palmas Hombre 20-29 2 2 4

40-49 1 1
Hombre Total 3 2 5
Mujer 10-19 3 1 4

20-29 12 1 1 14
30-39 1 1

Mujer Total 16 1 2 19
9:Las Palmas  Total 19 3 2 24
TOTAL 118 61 9 188

14: Ellos entraron *al edificio.

 

文法項目ごとの集計（スペイン）の例 

その結果は、ウェブ上に HP を設けて、公開  

している。その上で、研究代表者、分担者が

それぞれ課題を選び、地理的変異に基づく、

分析・研究を進め、学会などで発表、あるい

は、他のプロジェクトとの情報交換、連携す

る。 
 
４．研究成果 

(1)本課題では、ラ米でいまだ実現できなかっ

た、カリブ海のドミニカ共和国および中米パ

ナマでのアンケート調査を実施することが

できた。この地域特有の不安定な治安ゆえに

遅れていた現地調査であるが、プエルトリコ

大学の言語学教授ルイス・オルティス氏の協

力を得て、無事終えることができた。この成

果は新たなデータとしてデータベースに追

加されることになり、分析もより綿密になる

ことが期待できる。なお、中米の数ヶ国がい

まだ未調査の状態であるが、これは近い将来

に実現すべき課題である。 

(2)これまで十数年継続してきた本課題研究

の客観的評価をうけるステージにきている

という認識であったが、予定どおり、スペイ

ン言語学の権威ともいうべきマドリード・コ

ンプルテンセ大学教授イグナシオ・ボスケ博

士およびバルセロナ大学名誉教授エマ・マル

ティネル教授をこの間日本に招聘し、打ち合

わせ、講演などを通じて、本研究への大きな

示唆を得ることができた。最終年度には、プ

エルトリコ大学教授のルイス・オルティス教

授を招き、協力を得た。ドミニカ共和国およ

びパナマの調査結果について報告を受けた。 

(3)また、バルセロナ自治大学アンヘル・ガジ

ェゴ氏率いる研究グループ『スペイン語統語

地図』(ASINES: http://www.asines.org/)との

研究連携も合意が進み、今後成果の相互利用

などを進めることになっている。 
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